






要約 

58 例の成熟児頭蓋内出血(ICH)の臨床的検討を行ったが,男児,初産例,仮死出生児に死

亡・後障害例を多くみた。生後 12 時間以内と早期に発症,入院した症例に死亡・後障害と

もに多くみた。また小児科医のいる施設ほど,保育器内収容児ほど微細な症状の段階で診断

されていた。 

主な出血部位別の臨床像についてみると,くも膜下出血(SAH)を最も多くみた。死亡・後障

害をみた症例はいずれもSAH以外の病態が原因であり,仮死を伴わない成熟児のSAHは予後

良好といえる。硬膜下出血(SDH)は脳刺激症状が目立ち,予後不良の重症例が多かった。 

成熟児の脳室内出血(IVH)は,非特異的な症状が目立ち,多くは仮死出生のため行ったエコ

ー・CT ではじめて診断されるような軽症例が多かった。 


